
令和８年度 獨協医科大学大学院医学研究科入学者選抜試験 

専攻科目試験 統合神経生理学 

 

 

・意図 

［設問１］ 

ヒト大脳における機能局在に関する基礎的知識と理解を評価することを目的としている。代表的な脳領

域の機能を理解しているだけでなく、脳機能が局在性と領域間ネットワークの両者によって成り立つこ

とを適切に説明できる能力を評価する。 

 

［設問２］ 

脳波などの生体信号計測における基礎的知識と、ノイズ低減手法に関する理解を評価することを目的

としている。アーチファクトの原因を理解し、その低減手法の原理や有効性を論理的に説明できる能

力を評価する。 

 

［設問３］ 

神経生理学研究における実験計画の立案能力と科学的思考力を評価することを目的としている。複数

脳領域の神経活動と行動との関係を検証するために適切な実験系の具体例を挙げ、その方法と得られ

る知見を論理的に説明できる能力を評価する。 

 

・解答 

以下の項目などが記載され、論理的に説明されていれば加点する。 

 

［設問１］ 

・大脳皮質における機能局在の基本的な考え方 

・運動野、視覚野、聴覚野、言語野など機能局在の具体例 

・機能局在と脳内ネットワークとの関係 

 

［設問２］ 

・アーチファクトの種類（瞬目、筋電、電源ノイズ等） 

・軽減手法を 1つ挙げ、その原理と有効性（フィルタ処理、ICA等） 

 

［設問３］ 

・行動課題下で複数脳領域の神経活動を記録する実験系（多点電極記録、カルシウムイメージング等） 

・神経活動と行動との関連を評価する解析方法 

・具体的な実験例と、その実験から明らかにできる内容 


